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水道料金のお支払いは、
便利で確実な口座振替を
ご利用ください　　　　

　取扱金融機関が、あなたに代
わって指定された預貯金口座か
ら、自動的に水道料金を支払い
ます。

　集金日が気になりませんから、
いつでも安心して外出できます。
特に留守がちの方や共働きの方
などに便利です。

　申し込みは、登別市・室蘭市
内の各金融機関と郵便局で受け
付けていますので、預金通帳に
ご使用の印鑑と最近の水道料金
領収書をご持参ください。

口座振替とは

たいへん便利です

手続きは簡単です
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営業収益

　給水収益（水道料金）  

　受託工事収益（新設負担金など）

　その他営業収益（下水道使用料

　徴収受託料）

営業外収益

　他会計補助金など（人件費負担

　金など）
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営業費用

　原水及び浄水費（受水費など） 

　配水及び給水費（修繕費など）   

　受託工事費（工事請負費など）

　業務費（検針・徴収経費など）

　総係費（その他事業全般の経費）

　職員給与費（人件費）

　減価償却費（配水管など）

　資産減耗費（水道メーターなど）

営業外費用

　支払利息など（借入金利子など）

特別損失  

　過年度損益修正損（料金時効分）

９０６収入計②８９７支出計①

③の黒字は、前年度から繰り越された４８百
万円の欠損金に繰り入れました。その結果、
未処理欠損金は、３９百万円となります。

９当年度純利益③（②－①）

４８前年度繰越欠損金④（１２年度赤字分）

３９当年度未処理欠損金（④－③）

【表１】　平成１３年度水道事業損益計算書
（単位：百万円）

【表２】　水道事業経営分析

説　　　　　　　　　　　　　明道内市
順位

１２年度
項　　　　　目

１３年度

厳冬期の地下凍結などの影響で４８百万円の赤字を生じた結果、１００㌫ を切りました。３１９４．８６％経常収支比率（経常費用に対す
る経常収益の割合を表す）
※経常＝（営業＋営業外） 使用水量が落ち込みましたが、料金を改定したことで黒字になりました。－１０１．２５％

職員数と仕事との効率は、道内３４市の平均額を上回っています。１３４，８９５万円職員１人当たり営業収益（職員
の効率性を表す） 料金を改定したことにより収益増となったことで、金額はアップしました。－５，３６９万円

水道事業にかかわる職員数は、道内３４市で少ない方のトップクラスです。２３，２９７人職員１人当たり給水人口（職員
の効率性を表す） 前年度と同レベルを維持しています。－３，３５５人

配水効率は、道内３４市のほぼ平均となっています。１８８３．６５％有収率（浄水場から送られた水
が使用された割合を表す） 漏水調査などの効果で1ポイント程度上昇しました。－８４．７０％

料金収入と使用水量によって、金額が変動します。道内３４市の平均額より低額です。７１６６．０１円供給単価（１立方㍍ 当たりの水
の販売価格を表す） 料金の値上げと使用水量の落ち込みの影響で売値が上昇しました。－１８１．４０円

経常費用と使用水量によって、金額が変動します。道内３４市の平均額より低額です。１０１８０．９６円給水原価（１立方㍍ 当たりの水
の生産原価を表す） 経常費用は減りましたが、使用水量が落ち込んだため原価が上昇しました。－１８４．６６円

【表３】平成１４年度予算執行状況（平成１４年９月３０日現在）

執　行　率支 出 済 額予　算　額区　　　分

４７．８６％４億７，２２４万円９億８，６６７万円収入営業活動に
かかる収支 ３０．７４％２億９，１２８万円９億４，７４７万円支出

０．８５％３９７万円４億６，７３０万円収入施設設備に
かかる収支 ３５．５６％２億８，１３５万円７億９，１３２万円支出

３２．７５％４億７，６２１万円１４億５，３９７万円収入
合　　計

３２．９３％５億７，２６３万円１７億３，８７９万円支出

注１． 道内市順位の13年度欄は、他市の統計が集計されていないため、空欄としています。
　２． 各項目の基礎となる数字は、営業活動を示す『営業活動にかかる収支（収益的収支）』を対象にしたものです。


